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皮Wi舶 F.jl刺 胞の初代増･jk'を行い,ASFOOO0,.人Sl.10111の2制価 の細胞を得たoこれにエナメル上皮帖




























































ターンおよび陽性串に明Jl.I(なil･塊 は.i'JcLめなかったが,即旧 の紡楓 脚 l川包では Fibroustypeに比べ,
Myxoidtypeに陽他他を多く綻めたQRANKLは架所でほぼ発現を認めなかったが,間質ではMyxoidtype
の栃円形細胞にJlLJ性性が他見されたoCD68は,lI'J'lTl内の撤円形細胞や破骨細胞に陽性像が認められ,
Myxoidtypeで有藩に似性細胞数が多かったBKi-67LabelingindtiXは実質,問懲いずれにおいても
Fibroustypeで有意に詳Jiかったolnvjtroの実験では, M^-1細胞桝凍上.ilAは ,ASFOOOO,ASFOユ11の
各諸州地に加えASF細胞-の彬管を検討したところ,上･irは 加えたJrY:で紬Jd増殖が有意に増JnL.線維
芽細胞のSPF).綜を煉める傾向を認めた｡以上の結火から,CCN2が睡蛎間矧 こ形皆を及ぼす重要な因子と
考えられたQそこで, N^-1でのCCN2のml‡NAおよびタンパク発現を破船した後,リコンビナントタン
パク (rhCCN2)をASFOOOO,ASFOllIの各糾胞に加えASF糸川胞への彬轡を検討したところ,rhCCN2を加
えた群では有意に細胞増殖が増加した｡
エナメル上皮腫ではCCN2,BNl'4,TGFβなどの成滋園子が発現しており,年別こFibroustypeで発現
が高かったCCN2の差異が間質の性状に形敬を与える可能性が示唆されたQInvitroの検討でも,AM-1
細胞培凍上榊まASF細胞の増殖を増強し,細胞Jl3値を変化させた｡さらに,CCN2蝉狐でもASF細胞の
増殖能の増加が認められたO以上の結果から,エナメル上皮腫では腫癌細胞が産生するCCN2により,
rlJ!,)質の件状が変化し,間接flJにFI'umrからのT3NP4, TGトβ,R八州くL発現に)r;i･';轡を与えていると考えられ
た.これにより,間質のJlri療微小環境を調整し骨内で腫癌が増殖しやすい成～'t境を挺帖している可能性
が考えられた｡
これらの知見は､エナメル上皮Jdiの生物学的特性の理解に貢献する基礎研究として価値の高い研究
と考えられる｡よって審査委Ll会は本論文に博士 (歯学)の学位論文としての価値を有することを認
めた｡
